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高周波電子スピン共鳴（ESR）分光法は着目する物質の局所電子状態を高いスペクトル分解能

で調べることができる優れた分光法である。我々のグループではこれまで光伝導アンテナを用い

た連続波長可変テラヘルツ光源による新しい ESR分光法の開発を行ってきた[1]。この測定では固

定周波数の下で磁場掃引による ESR測定を行っていたが、ゼロ磁場分裂や反強磁性ギャップとい

ったエネルギーギャップの測定には周波数を掃引する測定が望ましい。そこで本研究では連続波

長可変テラヘルツ光源を用いた周波数掃引型 ESR測定法の開発を行ったので報告する[2]。  

本研究では、広い周波数範囲（0.05-1.1 THz）の連続テラヘルツ光を発生できるフォトミキシン

グ光源を用いて Fig. 1に示すような周波数掃引型 ESR分光装置を作製した。エミッターから照射

されたテラヘルツ波（振幅：ETHz）は試料を透過してレシーバーにより光電流 I として検出され

る。この時、光電流の大きさは I∝ETHzcos(2Lf/c)（L：光路差、

f:周波数、c：光速）の式によって表されるため、周波数掃引を行

うと光電流が振動する。通常、ETHz は包絡線検波によって求めら

れるが、光電流が数 GHzの周期で振動するため高い周波数分解能

を得ることが難しい。そこで本研究ではファイバーストレッチャ

ーを用いて光路差を変化させ、周波数毎に ETHzを求める方法を採

用した。その結果、約 1 MHzの高い周波数分解能を実現し、ESR

標準試料であるDPPHラジカルの非常にシャープな ESRスペクト

ルの観測に成功した（Fig. 2）。また、典型的な反強磁性体である

NiO単結晶試料の反強磁性共鳴信号を磁場中で観

測することにも成功した。 
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Figure 2: Electron paramagnetic resonance 

spectra of DPPH for B=3.21 and 7 T  

 

Figure 1: Experimental Setup 
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